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地上爲眞測量のダム地黙測量への利用

　　　　　　　　i
丸　　安　　隆　　和

　電源開獲に｛孚う土木工事の費用が，少しでも節約

でぎたら，それだけ安い電力が得られるわけで，ア

ーチダムが研究されるのも，AEコンクリートが使

われるのも，このような理由が，非常に大きい要棄

となつている。測量のしめる費吊は，電源開畿全強

から見ればごくわずかなものに違いないが，それで

も，おのおの小さい部門で少しつつでも纒費の節減

ができれば，それは結局電源開叢に大きい貢献をす

る結果になることには間違いない。測量もいままで

　　　　　　　　　　るの測量方弍から，より鋤舶勺に，より精度の高い方

弐に進まなけ血ばならない。

　（1）ダム地黙
　ダムを造つて貯水池を造るのは，一時に多量に降つte

雨を貯えて，雨の降らない時期にも常に李均しtc水を流

し，洪水を防いだり，河の水を最も有敷に利用しtaりす

るのが目的である。貯水池が，その目的に懸じてその機

能を充分に護揮することができるtaめには，貯水池の貯

水量がなるべく大きいことが望ましい。しかし，貯水量

を大きくするteめに，むやみに大きいダムを造つtcので

は経濟的とはならないからジなるべく小さいダムででき

るだけ大きい貯水池のできるような場所がダム地黙とし

て選ばれるわけである。このような條件を満足する場所

としては，割合開らけた地域から急に狡い谷合いをぬけ

るような所がよいわけで，狭い谷含いにダムを造れば，

これに必要な材料が非常に節約されることになるわけで

ある、，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　しかし，このような條件を満足する漢谷は，一般に非

常に臨崖，絶壁となつている所が多く，實際に危瞼にさ

らされることなく立寄ることのできる場所が少いのであ

る。このような場所を測量して精密な地圖を造ろうとい

うことになると，非常な勢力と費用と，また非常な危瞼

を畳悟しなければならない誘しこの場合顛によつ

てその現状を捉え，これから測量ができるなる，非常に

便利であり，一 ｨそらく費用も螢力もいちじるしく節約で

　きるであろうことが想豫できるのである。

　實際，ダム地黙の測量に地上窩萸測量を利用すれぱ，

費用も勢力も精度も，普通の測量に比べると問題になら

ない位改善できるものであることが，現在までの経騨か

　ら實謹されfe。そして，今その作業がどんどん實用化の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

道を歩んでいるのであるQ

　（2）　航空富眞測量と地上鷺眞測量

　篇虞測量といえぱ，今では屯つばら航室窩虞測量を意

昧するほど航室窩眞測量が獲達し，また研究されてきtc。

しb・し，航室窩眞測量は，相當高い飛行機から撮影され

ナ。航室顛がもとになり，從つて・その顛は縮尺の根

當小さいものであるために，これから作ることのできる

地圖には限度がある。現在，利用できる航室窩貫は，約

1／40，000の縮尺のものであるから，せいぜい1／5・Oooの

地圖を作るのが限度であうて，これ以上大縮尺の地圖は，

相當の精度を保つてはほとんど作ることができないとい

　うことになつている。一

　　しかし，土木工事に利用しようとする場合には・一般幽

に1／500～1／2，500程度の大縮尺の地圖が必要である・

從つて，これら工事用の地圖をっくるteめシ9塩室額・

　は利用できないわけである。

綴欝盤嵩驚灘繍享鷺
　とができる。昔，地上窩眞澱量を利用した時には・一枚

の額からなるべく廣嘆園φ購力・できるように濠

凝の山地や，ア・げスの山地の小縮尺㊧測量に利用され

teことはあるが，まだ，大縮尺測量に窒脳ヒしt・例はあ

　まり関いていない。

　　（3）地上窟藁から地圓をつく護方撫

　　われわれが遠近の燭のできる礎3葦つ鱒があつ

て選つナ・2蜥から・つWhgを購rとが驚るか
　らである。もし∫蜜際の物禮なり風景なりがなくても，

同囑所を2断か囁しナ・額がs6，　kageを右
の眼で，左の態を左の眺購ことができれett’，普通

　の目で見ると同じように實膣翻が可能となり，遠近を封

　臨することができるわけである・

　　遠近感がどの程度つくかは，物wasでの距離と爾眼の’
一一’”

ﾔ隔とのJ　trt－（E一きまるものであつて・棟われ赫常磁

　方の瓢こなると遠近がはつきりしなくなるの胴じ理宙’

　によるのである。窩眞も同じであつて，2枚の窟虞をと

　るのに，遠い所まで遠近感を求めようとするためには，

　なるべく離れfe位置でとらなければならない。しかし，

　實膿硯をして遠近感をう弓ためには，2枚の窟眞に同じ

　肺撮ρていなければならない・從つて・あまり離れす

　ぎた場合には，近い部分が2枚の爲虞に同時にうつらな、噌

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15。
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を驚雛で　物響〃
別緬醐てい・　　　箋
．のでは，實膣硯が　　　　　　　　囲

できないわけであ

る（第1圖）。

　このような條件

を考えて撮影され

髄・額・，　零　奪
右の目で右の窟質

を，左の目で左の　　　　　　第　1　岡

額を眺めて躍勲つくる・冨でき才1ば．．慰の高

さに保つ姻標を二の實麟の表面にt・どら・’tiその9

．動を紙の一E，二氾動させること11よつて，そO［で，1さを示す

等高線が婚げることになる　（第2圖）．，

　　　　　　　　　第　　2　　圖

　この原理にもとずいて，地上窩貫から地圖をつくるの

9tいろいろな工夫がなされている．1．t．、しかし，どんな方

法を用いるにしても議械的燗が描かれて行く方勘・

最も便利であり，精度もよくなる、二のように，窟萸か

ち地圖をつくつて行く機械をH働製圓機．ヒよんでいる、1

　自働製弼機も非常な進歩をとげ，その途中にいろいろ

1な型の機蜘：製作されt・，しかし，そ明標は航室顧

の圏化が主であつて，その中に地上k眞にも利用できる

ようになつているものもある一．これらの機破て最も進歩

塾ものはst・…pl・nig・・ph　C　7であるが，現aR本

　（1♪　丸安．土木學會酷窮36雀12號曜26．12　　　　　　－『

　　14

　　　　　　　　　　　　　　　生　産　研　究

には，同じ型のC5が．工蔓海上居安臆の水路部に喪，るだ

けてある．

縛
　　　　　　　　　第　　：1　　圖

　二のよ鷲わげで・電灘F［餐の倉・務てある・と馴ば

れ塒・折角轍に利用一聴礎上額催が．圖イL撫
tw，．／，／t．下足のたン・にτfπ∫fヒできないという二とは非常に．も

髄二とてt9，・・n．それで・k．分1・加航室・願1憶ノ祉1．

て地られ≠こautQCユrtgr叩hという型の機械を地上窟貫

tt［1．虻用に改造し・ξ1蓬技階研蜥1鋪えつげる二とがで

きノ・．コ1搬は・地鴎邸1量に凧・ることの・’（・、t，　；L

わが國唯一つ醒．のてあ勧・る，今後rt．・に役立つてく

れる二とと．琶理．うo

課

羅駕r

嵐

第41岡　　autocartR了aph

（4）　地上富眞測量の作業

　測量しようとする地域をなるぺく少い鮎で撮影で｝’る

ように計譲する：とが大切でt－1る．そOkt）に，煽〃そ

の他の作業を始める前二慨厳士立職調到婦蚤を立

て，現地についても充分橡討しな，ナればならない．二れ

を踏査とよぴ・その結果にもとず．tて鷲鮎雄置擁

める・この1燦は，そ曜の1’1輿二非常に大きい影響を

もつt1のてあるから，充分愼重、二庁われる

齢胞粒置がきまれば，・のi’i’：借を正聡・難Lな

ければならない　ま縞撮形に営つては充分入念にカt

ラの方向や傾きを正しくするが，そオ1でも多少の誤差を

帰
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獅のは舗であるので，圏化する時・れらの譜搬

見して正しい状態になおすtcめに窩虞面上で，はつきり

概できる目標を定めて，これを別の方法で正しく灘

しなければならない。目標となる貼には自然物，例えば

掲立しt・立木など腿ぶこと輔るh：・特に規勲立て

ることもあるtt

　　　　　　　　懸靴，鷺眠黛“罷譜響

欄

灘漿、

●
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酷の間を適當な線で結ぶことによつて描かれていく。そ

れで，ノ等高線は非常にスムρズな形で現われてくる。こ

れに反して，窩輿測量ては，ある高さに測標を合して，

測標が實瞳像の面をたどつて行く。そして，その動きが

直接描聲机の上に妹つだ紙の上に描かれていく。このtc

め，實髄織の上に現われtt　1つの岩の出つばりも，へこ

　　　　£・オ　　燕みも正直に聲面に描かれるの

臓暴1　欝融はそれに俘つ杯

雫唱

写三角

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　FE・・裟多　…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　馨難蓬箋菱藏引1袋

鷲糞難蕎講　離嚢馨羅嚢撒縄繍
〉葎灘薪仙総

難灘

第5圓は天龍川佐久間地黙（現在開獲が問題になつて

いる地鮎）において行つた地上窩眞測量の計置圖であ

る。

　このような作業は普通の方法で測量を行う場合でも，

骨組測量として必ず行われる作業である。

　撮影した窩眞はその日の中に現隙を完了する。もし，

撮影が思わしくない時にはすぐ撮影をやり直さなければ

ならないからであるg

（5）観の地囲と顯測量によつて作つた地圖』

第咽は，天龍川で行つた地上顛測量によつて作つ

た地圃である．この地圖を見ると，普観慣れ糊燗と

大分糠子が違つていることに氣がつく。それは等高線の

形である。普通の測量でに論をer多くおさえて灘と

贈～、・禰舗驚ギ糠灘憲宮剛響懸

・噛

醜匿礁撫嚢

慮墜賢－．、．難晦、、．艶騰．鞭

メ、盤、

節6園　天龍川地上篇眞測鼠溺

　　規則な線となつて表わされる

　　のである。すなわち，贅通の

り　測量は黙の測量であるのに封

　ヌして，rsee測齢線の測kを

　　　して行くことになる、

　　　このように，趣めて花直に

　　地形が表現されることは罵輿

　　測量のもつ大きい特色であつ・

　　て，圖化機械が糟密になるほ

　　　どますます詳細な測定が可能

となる。購耐きが1／100㎜麺静とること拠
きるので，地画をつくることばかりt’lttく・さらに測

是用として廣い範團に地上窩眞測童が利用されるように

なるであろう二

（6）ダムエ郵への今一つの鯛

　地上窟箕測量に限らず，織て窟眞に撮つて鮒ナば，そ

の時の瑳状はそのままいつまでも獲すことができる。罵

鄭量では，このmaでも非常に有蜘こgeJMf’きる・例え

ば，一度撮影しておけば，それから1／1，000の圓面も描「

けるし，15’Oの圓面も描くことができる。5まナL，工事

の進捗する状溌も，それ以前の檬子と比較することにょ』

って確認できるわけである。　　　　　　：

　このことを利用して，ダム地職の岩盤掘聾量の測定を

、・い1響

綻’ 勲騰
議お膏遡
　　　　　　　，t／　　灘：㌧・冷

鞭　1・「1！

試みている。ダムを築造するに

は，極めて堅固な岩盤上になさ

れなければならなv．・から・地表

近くの柔い岩や穏裂の多いkf±

全部取除かれる。この岩盤掘墾

第7圓五＋里ダムの掘馨の現ne
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の作業はダム工事の中で大きい殺割をしめている。堅固

な岩盤を出すfeめに，ぜれほどの岩を取り除かれるか

嶋ま，企業者と施工者との間で決定するのであるが，この

ために・掘墾の途中で非常に危瞼な，無理な測量が行わ

れるのである。しかも，なかなか精密な結果が得られな

いので，いろいろ面倒な折衝が必要となるQ

　これを一定の期間おいてその時々の檬子を窩虞におさ

め，これから地圖をつくつて，その期間内に掘墾された

量の計算ができれば，非常に便利である。建設省五十里

ダムで，この目的のために窟眞撮影を行つている。

　（7）地上富眞測量の経濟性

　地上窩虞測量によつて行う測量が，普通の測量方法と

此較してどの程度経濟的に有利であるかということはなr

、かなかむつかしい。それは，測量に要求される精度によ

つて異なるし，また，測量する地域の地形，地物の状況

ぞこよつても異なるからである。しかし，ヅム地黙のよう

に普通の方法ではほとんど不可能な位瞼峻な所では，ど

んな場合でも地上窯眞測量の方は有利であると考えられ

る。特に，野外の作業が非常に短縮できることは，作業

するものにとつて決定的によい條件となる。

　天龍川の測量は，始あての試みではあり，直接必要と

しないことまで研究しながら行われたので，これがその

まま地上窟眞測量の資料とはならないが，滲考のために

生　産研　究

かかげておこう’。

　　測量匪域長約1km　　　　　“

　　按術渚延人員118人（雨天2H聞を含む）
　入夫延入員　　98・5人（準備，片付の目を含む）

要レた費用　　技術員入件費　　47，200圓
　　　　　　車乞板　　　　　　　　　　　12，0ア2

　　　　　　窩虞材料費　　　5，062
　　　　　　人夫代　　　　　25，925

　　　　　　その他　　　　　27，550

　　　　　　計

　　　輻岡縣矢部川の例

　測量面積髄約1km2

　本流延長　1．25kr直

外業按術者2名
　　　人夫延　48人

　　　使用乾板52枚

117，809圓

17日間・

　　　内業技術者1名約20日（1日8時間とする）

　　　　　　助手　　　約20日

　ダム地黙の測量には，上述の資料から相當有利に地上

窟眞測量の利用が可能であると考えられる’
B

　しかし，地上窩虞測量は，継窩眞測量の場合と比べ

て，まだ研究されていない部分が非常に多い。これらめ

問題を順攻解決して行くことは，さらに有利な利用の道

を拓くことになると信じている。’　　　（1952r6・4）
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遠心型多翼逸風機の研究．．

その他　速報　こユース　海外だよb等

．田原　晴男

生産技術研究所報告第2巻第7號豫告

輻田武雄著（英文）「鐵道鉱桁架換機に活用

　した高強度アルミ合金部材について」

　“On　High・Strength　Aluminium　Alloy　Members

Used　in　an　Erection　Trus＄　for　Replacing　Railway

Plate・Girders．”

　　　　　　　　　内　　　容　　　　　　　　‘

　高張度アルミ合金を橋梁に活用することの一段階と’

して，國鐵のプレJ・・hトガーダー架換機の一一一・一部に，高強

度アルミ合金14Sを使用したことの報告である。こ

の研究は本斯冶金學關係の加藤正夫助教授，中村講師

及び日本國有鐵道施設局特殊設計課等との共同研究に

よるものである○本報告は，さきに，、本誌及び土木學噛

會誌に獲表したものをとりまとめ，さらに，この架換

機を東海道本線その他の橋梁の架換に實施した結果を

併せて報告したものである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ
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